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好評発売中！
チケットは残りわずか！
お買い求めは、お急ぎください

公演迫る！公演迫る！

販売終了



入館料　小・中学生300円/高校生以上500円
■問合せ先　せんだい宇宙館　TEL：31-4477＊年間入館券もございます

　小・中学生500円/ 高校生以上1,000円

フラワーアレンジメント教室
いきいき生涯学習事業事業報告 日　時：12月26日（水）13：30～15：30

場　所：川内文化ホール　第3会議室
講　師：上妻 早苗氏（ヨーロピアンフラワーデザイン連盟講師）
参加者数：16名

　初心者を対象として、お正月飾りに最適なフラワーアレン

ジメント教室を開催しました。最初に水分を含ませたオアシ

スに、松の枝をバランスよく挿します。参加者の中には、何

処に配置したらいいか迷う方もいらっしゃいましたが講師の

指導で中心が決まると、準備した花材を自由にアレンジし、

それぞれ素敵な作品を仕上げていました。

　アンケートには「よい正月が迎えられる」「説明が分かり

やすく、楽しくできた」とあり、終了後、大事そうに作品を

持ち帰る姿に満足した様子が感じられました。

開館時間/10：00～21：00　休館日/毎週月曜日（祝日の場合は翌日）

水星観察週間
2/22（金）～3/3（日）
18：30～19：00

＊入館料が必要です

場 所：せんだい宇宙館　観測室

太陽の最も近くを周る惑星のため
観察できるのはごく限られた期間だけ。
日没後、西の空へすぐ沈むため
お早めにご来館ください。

天候不良時は
中止します

＊2/25（月）は休館日

水星ちゃん

せんだい宇宙館・寺山いこいの広場せんだい宇宙館・寺山いこいの広場

宇宙館フェスタ宇宙館フェスタ ■昼の部10：00～16：00
■夜の部19：00～21：00
■昼の部10：00～16：00
■夜の部19：00～21：00

花いっぱいの寺山で、一足早い春の一日を過ごしませんか花いっぱいの寺山で、一足早い春の一日を過ごしませんか

・親子工作教室
・太陽プロミネンスを見よう！（晴天時）
・夜の星空を見よう！（夜の部・晴天時）
・入館者への花の苗プレゼント　ほか

・親子工作教室
・太陽プロミネンスを見よう！（晴天時）
・夜の星空を見よう！（夜の部・晴天時）
・入館者への花の苗プレゼント　ほか

＊入館料が必要です＊入館料が必要です市民星空観望会

3/21（木/祝）

場 所：せんだい宇宙館 ほか場 所：せんだい宇宙館 ほか

季節のお菓子作り
いきいき生涯学習事業

場　所：国際交流センター　調理室
定　員：先着16名
参加料：500円（材料代）
申込期間：2/5（火）～定員に達するまで
申込方法：電話・来館（川内文化ホール）

3/1（金）13：30～15：30 ＊受付は13：15から

◆文化施設課（川内文化ホール内）　TEL：20-7570◆

2種類の菓子を作ります

トゥロン
ナッツ類の飴かけ、スペインの伝統菓子

リンゴのアップサイドダウンケーキ
型の底にフルーツを敷き、逆さにする焼き菓子

部分日食観察会
せんだい宇宙館事業報告 日　時：1月6日（日）8：30～11：00

場　所：せんだい宇宙館　2階観測室
入館者数：33名

　寒い時期で早朝の天体現象でしたが、雲ひとつない好天に恵ま

れ、全過程を観察していただくことができました。望遠鏡や日食

メガネを使った肉眼での観察のほか、ピンホールで投影する方法

も紹介しました。カメラはもちろんのこと、スマートフォンでも

刻々と変化する太陽の輪郭を撮影できました。少しずつ欠けていく

太陽に、来館者の皆さんは感動しているようでした。

　「次の日食はいつ？」「どこに行けば皆既日食が見られるの？」

などの質問もいただき、大変有意義な観察会となりました。

9時46分（食の最大）

＊写真は4人分



入館料　（資料館）大人200円、小学生～高校生100円
　　　　（文学館）大人300円、小学生～高校生150円
　　　　＊土日祝日は小学生～高校生入館無料

■問合せ先　川内歴史資料館　TEL：20-2344
                 　　川内まごころ文学館　TEL：25-5580

開場は30分前です ＊定員：先着95名/車いすスペースあります/入場無料

場 所：川内まごころ文学館　多目的映像ホール

川内歴史資料館
明治維新150周年記念特別展
平佐北郷家13代当主

北郷久信と明治維新～幕末・明治の薩摩川内～

開館時間/9：00～17：00　休館日/月曜日（祝日の場合は翌日）

2/16（土）
14：00～15：53

2/17（日）
14：00～15：38

事業報告 日　時：10月3日（水）～12月16日（日）　65日間
場　所：川内歴史資料館 第2展示室
入館者数：1,247名

　名門島津一族で、都城島津家の分家にあたる平佐北郷家の13代当主・

北郷久信を通して、明治維新期の薩摩川内との関わりなどを紹介しま

した。久信と小松帯刀の交流や戊辰戦争での活躍、幕末薩摩藩の造船

事業と久見崎の船大工の関わり、高城郷士の唐通事などについて、九

州・山口各県から借用した「北郷家御系図」「小松帯刀日記」「長崎

丸船板」等の実物資料や資料パネルと計100点を展示しました。

　また、会期中には尚古集成館館長の松尾千歳氏を招いて「薩摩にと

って明治維新とは」という演題でご講演いただき、「明治維新を大局

から見た歴史観が理解できた」「明治維新に大いに関わった北郷久信

のことが良く分かった」などの好評の声を多くいただきました。

（上）講演会「薩摩にとって明治維新とは」で登壇の尚古集成館館長の松尾千歳氏
（下）戊辰戦争における軍艦乾行丸艦長・北郷久信の活躍状況がわかる年表と地図、書状等

雪国
昭和40年（1965）

「国境の長いトンネルを抜け
ると・・・」と始まる原作。美し
く研ぎ澄まされた文章表現
が名作として国内外で名高
い作品の映像化。

伊豆の踊子
昭和29年（1954）

一高生 水原が旅先で出
会った旅一座の踊子 薫。
もどかしい2人の淡い恋
を描く。

【監督】 大庭秀雄
【原作】 川端康成
【出演】 岩下志麻　木村功
　　　 加賀まりこ　沢村貞子
　　　 萬代峯子　清川虹子

【監督】 野村芳太郎
【原作】 川端康成
【出演】 美空ひばり　石浜朗　
　　　 片山明彦
　　　 由美あづさ　雪代敬子

川内歴史資料館トピック展

昔のくらし～稲作～
1/29（火）～6/30（日）

場　所：川内歴史資料館
　　　 1階ロビー

農業機械が普及した昭和30～40年代。
牛や馬、人力が主流だった頃の稲作について
民俗画や写真パネルなどでご紹介します。

『民俗画集　目で見る戦前の暮らし』（画：鉢迫 豊志）より田おこし（左） 代かき（右）



1/5,1/13にはワークショップ「豆画集を作ろう！」を開催（右上：完成作品、右下：作成風景）

　当公社は、設立20周年を迎え、現在「記念誌発行

準備委員会」を立ち上げ、発刊に向け準備中です。

主な議題は、紙面構成ですが、各施設での事業の

写真データーを集めるのに苦慮しています。

　最近10年くらいは、デジタルカメラの普及により

事業ごと多くの画像が見つかりましたが、それ以

前は銀塩写真。倉庫に古い書類を探しに行き、報告

書をめくり目的の写真を探索しました。公演事業で

は、公演中のアーティストを写した写真が1枚もな

いケースも。それでも校正を重ね、近日中に何とか

形になりそうです。（永田）

編集後記

第8回第8回第8回

平成30年度薩摩川内市芸術協会　公演事業
薩摩川内市芸術協会　創立50周年記念事業

日　時：12月23日（日/祝）開演14：00
場　所：川内文化ホール　大ホール
入場者数：868名風間杜夫落語独演会＆トークショー

　俳優としてキャリアの長い風間杜夫氏による落語独演会を開催しました。演目は古典の「湯屋番」

「火焔太鼓」の2席に続き、KTS鹿児島テレビ レポーターの竹田瞳氏との対談形式のトークショーが行わ

れました。トークの中で、舞台で落語家の役を演じたことをきっかけに落語家に弟子入りし、古典10題

程度のレパートリーを習得されたことや大河ドラマ「西郷どん」のエピソードなどを披露されました。

　始まりのお囃子は、「蒲田行進曲」を太鼓やカネで演奏したオリジナル。遊びゴコロ満載の楽しい落

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　語会で、俳優 風間氏の別の一面に触れることが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出来ました。

若旦那が風呂番をする「湯屋番」では、コミカルな表情と語りで観客を魅了 焼酎が好きで、好奇心旺盛。気さくな人柄に好感度がアップ！

川内まごころ文学館事業報告 日　時：12月15日（土）～1月14日（月/祝）　23日間
場　所：川内まごころ文学館　企画展示室
入館者数：779名

　今回は初めて薩摩川内市内の全小学校の参加が叶い、子どもたちが心のままに

描いた作品267点を学校ごとに展示しました。

　来場者からは「学校ごとに描き方などに違いがあり楽しかった」「市内の子ど

もたちの、のびのびした絵にふれることができて

嬉しかった」といった声をいただきました。

　また、出品した子どもたちからは、絵が展示さ

れていることへの喜びの声が多く聞かれ、絵を描

く励みや自信につながっていると感じました。今

後とも工夫しながら継続し、子どもたちが芸術や

文学館に親しむ機会としていきたいと思います。

はやし


